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外部環境

国内経済

一部持ち直しに向かいつつも、企業収益環境は依然厳しい状況。

２

雇用・所得環境は依然厳しく、個人消費は低水準で推移。

広告業界では･･･

顧客企業のコスト抑制の影響により広告費が減少。
ダイレクトメール・販売促進企画においても規模が
縮小するなど、厳しい状況で推移。



過去５事業年度の主要連結財務指標の推移

３

（単位：百万円） （単位：百万円）
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平成22年３月期 第２四半期の決算概要（要約連結損益計算書）

▲8945135109107133四 半 期 純 利 益

▲126117243197204327営 業 利 益

▲146101247222191328経 常 利 益

▲505

前年同期比前年同期比

7,851

2222年３月期年３月期

第２四半期第２四半期

累計期間累計期間

8,357

2121年３月期年３月期

第２四半期第２四半期

累計期間累計期間

8,107

2020年３月期年３月期

第２四半期第２四半期

累計期間累計期間

7,778

1919年３月期年３月期

第２四半期第２四半期

累計期間累計期間

8,724

1818年３月期年３月期

第２四半期第２四半期

累計期間累計期間

売 上 高

（単位：百万円）

◆要 因

四 半 期 純 利 益

経 常 利 益

営 業 利 益

売 上 高 既存顧客との取引拡大及び新規顧客開拓に注力するも、顧客企業の
コスト抑制の影響や経営環境が厳しくなっている新規顧客との取引
に慎重にならざるを得なかったことなどの原因により減収。

売上高の減少とそれに伴う操業度低下の影響により減益。

営業利益の減少に伴う減益。

保有株式の売却益が計上される一方で、上記の各要因に加え、投資
有価証券の評価損や税金費用を計上したことなどにより減益。
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平成22年３月期 第２四半期の決算概要（連結セグメント別の状況）

（単位：百万円）

2222年３月期年３月期 第第22四半期累計四半期累計期間期間

13

▲11

▲128

前年同期比前年同期比

3

34

414

営業利益営業利益

▲2

▲188

▲317

前年同期比前年同期比

261

632

6,943

売上高売上高

イ ベ ン ト

セ ー ル ス
プ ロ モ ー シ ョ ン

ダ イ レ ク ト
メ ー ル

５

トータルサービスの強みと郵便やメール便のスケールメリットを活かし
た提案型営業を積極的に展開する一方で、顧客企業の業績を反映したダ
イレクトメール発送数の縮小やコスト抑制が影響した。

【【総括総括】】



平成22年３月期 第２四半期の決算概要（要約連結貸借対照表）

●社債発行費の計上：＋１１
1111－繰 延 資 産

13,195

6,492

6,703

458

6,245

13,195

6,398

6,796

2211年３月期年３月期
会計年度末会計年度末

●四半期純利益の増加：＋４５
●剰余金の配当支出：▲１４１
●有価証券評価差額金：＋１１
●自己株式の取得：▲１１

▲956,396純 資 産 合 計

▲1,6595,044負 債 合 計

●仕入債務の減少：▲３１４
●一年以内返済借入金の

返済及びリファイナンス：▲２，７２５
●未払金の減少：▲３６５

▲3,3852,859流 動 負 債

●一年以内返済借入金の
リファイナンス：＋１，３２１

●社債の発行：＋４３０
1,7262,184固 定 負 債

▲1,75511,440負債・純資産合計

▲1,75511,440資 産 合 計

●賃借物件保証金の返還：▲３４
●減価償却等による資産の減少：▲７４▲1086,290固 定 資 産

●現預金の減少 ：▲１，１０１
●営業債権の減少 ：▲７１１▲1,6585,138流 動 資 産

主な増減内容主な増減内容
前前連結会計連結会計
年度末年度末比比

2222年３月期年３月期
第第22四半期四半期
会計会計期間期間末末

（単位：百万円）
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平成22年３月期 第２四半期の決算概要（要約連結キャッシュ・フロー）

1,8４９

▲709

▲582

1,399

（参考）（参考）
2211年３月期年３月期
会計年度会計年度

●上記の各要因による資金の減少：▲２０２

●長期借入金の返済：▲２，９７４
●短期借入金の返済：▲１７０
●長期借入による調達：＋１，５７０
●私募債による調達：＋４８８
●配当金の支払い：▲１４０

●定期預金の取崩し：＋８９９
●設備投資：▲２６０

●税金等調整前四半期期純利益の計上：＋８３
●売上債権の回収：＋７１１
●仕入債務の減少：▲３１４

主な増減内容主な増減内容

1,605

▲1,304

663

438

2222年３月期年３月期
第２四半期第２四半期
累計期間累計期間

現 金 及 び
現 金 同 等 物 残 高

財 務 活 動
キャッシュ・フロー

投 資 活 動
キャッシュ・フロー

営 業 活 動
キャッシュ・フロー

（単位：百万円）
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平成22年３月期 通期業績予想（連結／個別）

▲43.6

▲40.9

前期比前期比
（％）（％）

420

430

予想数値予想数値

営業利益営業利益

400

410

予想数値予想数値

経常利益経常利益

▲44.6

▲41.9

前期比前期比

（％）（％）

▲25.42551.118,000個別

▲20.02600.918,300連結

前期比前期比

（％）（％）
予想数値予想数値

前期比前期比
（％）（％）

予想数値予想数値

当期純利益当期純利益売上高売上高

（単位：百万円）

◆平成22年3月期 通期業績予想（連結／個別）

◆平成22年3月期 配当予想

１株当たり年間配当金（予想） ２０円００銭

８



中長期的な経営戦略

企業と消費者の双方向の情報交換を実現する企業と消費者の双方向の情報交換を実現する
ダイレクトコミュニケーションの先進企業としてダイレクトコミュニケーションの先進企業として

業務センター業務センターを中核としたを中核とした生産体制の効率化と内製化促進生産体制の効率化と内製化促進

新商品開発や提携戦略による業務領域の拡張と競争力の向上新商品開発や提携戦略による業務領域の拡張と競争力の向上

汎用性を高めた情報処理および物流加工運営システムを展開しての周辺業務領域への進出汎用性を高めた情報処理および物流加工運営システムを展開しての周辺業務領域への進出

個人情報を主とする機密情報管理の徹底個人情報を主とする機密情報管理の徹底

などを主要テーマとし、業界先進企業にふさわしい強固な収益基盤を構築などを主要テーマとし、業界先進企業にふさわしい強固な収益基盤を構築してまいりますしてまいります。。

最新ＩＴ技術を駆使した各種機能の拡張と高度化によるトータルサービスの充実最新ＩＴ技術を駆使した各種機能の拡張と高度化によるトータルサービスの充実

９



トピックス

単元株式数の変更について

当社は、投資家の皆様により投資しやすい環境を整えることで、当社普通株式の流動性の向上および
投資家層の拡大を図ることを目的として、平成２１年４月１日より、１単元株式数を１，０００株か
ら１００株に変更いたしました。

自己株式の取得について

当社は、当第２四半期累計期間において自己株式の取得を下記のとおり実施しましたので、お知らせ
いたします。

取得内容

●取得した株式の種類 当社普通株式
●取得した株式の総数 ２９，０００株
●株式の取得価額の総額 １１，２２３，９００円

10



業績見通しにつきましては、その目標達成に向けて事業を展開してまいりますが、

経済状況や市場動向の変化など様々な要因により変動する可能性があります。

株式会社ディーエムエス
（経営企画室）
ＴＥＬ：03-6859-2961（代）

【本件資料に関するお問い合せ】


